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事 業 所 案 内

虹Life訪問看護ステーション

TEL.080 8959 7241--

〒886 0004 宮崎県小林市細野4361番地1-

（管理者吉田）

【営業時間】8 30 17  30（月〜金）-: :
＊土日祝、営業時間外も対応可能です

2 4 時 間 3 6 5 日 対 応 ！

対応エリア：小林市、えびの市、高原町ほか
併設：ケアプランセンター虹Life（主任ケアマネ在籍）

https : / / free-care-sty le0501 . com/

虹Life
“いつも通り”が続く幸せを、そっと守る訪問看護。

@ free-care-sty le

24時間相談受付中

@ rainbow.l i fe2024.5 .1

役立つ情報発信中

家で過ごすという選択に、


私たちは寄り添い続けます。

“いつも通り”が続く幸せを、


そっと守る訪 問 看 護。
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スタッフ紹介

20年以上、精神科や障がいのある方の支援を
続けてきました。暮らしの中には「リハビリ
のチャンス」がたくさんあります。「洗濯物
を 干 せ た 」 「 自 分 で ス プ ー ン が 持 て た 」
「 立 って あ い さ つ が で き た 」 そ の “で き た 瞬
間”に、涙が出ることもあります。

ご本人もご家族も、できることの可能性を信
じられるように。私は、その“きっかけ”にな
りたいと思っています。

「“もう一度やってみたい”を

  引き出すのが、私のしごと」

作業療法士

急な体調の変化、夜中の不安、誰にも言えな
いこと。そんな“言葉にできない不安”に気づ
けるよう、表情・空気・声のトーンをよく見
て い ま す。 病 院 勤 務 や 訪 問 看 護 の 経 験 を 経
て、「家で看ること」の意味を深く考えるよ
うになりました。

「私に会う日は、ちょっとホッとできる」そ
う思ってもらえる看護師を目指しています。

「困ったときに、


静かにそばにいる人でありたい」

管理者看護師

ただの“医療職 ”ではありません。

ご 自 宅 と い う 特 別 な 場 所 で、 あ な た
の暮らしを一緒に守る、“人としてあ
たたかい”スタッフが揃っています。

その想いに、応えたい
「 家 で 過 ご さ せ て あ げ た い 」
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状態を確認し、必要に応じた処置・予防ケアをご提案。
ご家族にもアドバイスいたします。

褥瘡（床ずれ）や皮膚のただれが気になる　

看護師が服薬状況を確認し、必要に応じて医師と連携し
ます。

薬の飲み忘れ・飲み間違いが心配　

作業療法士が、ご自宅での“できる”を一緒に見つけ、生
活に合わせた支援を行います。

 「歩きづらくなった」「食べにくそう」

主任ケアマネジャー（併設）が、介護全体の相談窓口と
してサポートします。

介護の疲れや不安を誰にも相談できない

退院して、いざ自宅での生活が始まったとき、多く
のご家族が同じように戸惑います。



「夜中に何かあったらどうしよう」

「介助のやり方、これで合ってるのかな…」

「認知症が進んできた気がする…」



私たち虹Lifeは、そうした日々の不安に、

医療と生活の両面からそっと寄り添います。

こんな場面で、お役に立てます
五感で支えるケア

香る・味わう

話していない気持ちまで

受け取る耳

ほんの少しの違和感にも

気づく目

安心感を伝える手

いつもの食事、

慣れた空気の中で

守られる暮らし

聴く

触れる 見る


